
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラジエ－タ（１）の前面を回動する円形スクリ－ン（２）で覆い、そのスクリ－ン（２
）の外側部から該スクリ－ン（２）の前面がわにそわせて回動軸芯部（３）に延設する吸
塵ダクト（４）によりスクリ－ン（２）に付着する塵埃を除去するものにおいて、吸塵ダ
クト（４）をスクリ－ン（２）の外側部を中心（Ｏ）として扇形状にし、その先端部（５
）をスクリーン（２）の回転軸芯部（３）から外周部（６）に至る幅広にし、

ことを特徴とするエンジン用スクリ－ンの除塵装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、ラジエ－タの前面を覆うところの回動するスクリ－ン外側部から該スクリ－
ンの前面がわにそわせて回動軸芯部に延設する吸塵ダクトによりスクリ－ンに付着する塵
埃を除去する除塵装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来の除塵装置は、「図６」と「図７」に示すように、回動するスクリ－ン（２）の外
側部から該スクリ－ン（２）の前面がわにそわせて回動軸芯部（３）に延設する吸塵ダク
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該吸塵ダク
ト（４）の裏面（４ａ）から先端部（５）にかけて、スクリ－ン（２）の回転方向を横切
る長手状に吸塵口（７）を開口させた



ト（４）によりスクリ－ン（２）に付着する塵埃を除去するようにしてあって、その吸塵
ダクト（４）のスクリ－ン（２）の前面がわと対向する裏面がわは、その全面が開口して
吸塵口（７）になっているから、吸塵力はスクリ－ン（２）の外周部（６）に作用するも
のが強く回動軸芯部（３）に至る程弱くなってスクリ－ン（２）の全面に均一な吸塵力を
作用させることができない欠点を有している。

【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　そこで、本発明は上記のような従来の欠点とするところのスクリ－ンに作用する吸塵力
の不均一を是正してスクリ－ンの全面に均一な吸塵力を作用させるものにし、除塵性能を
向上させるを目的として創作されたものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前項に記載する目的を達成させるため、ラジエ－タの前面を回動する円形ス
クリ－ンで覆い、そのスクリ－ンの外側部から該スクリ－ンの前面がわにそわせて回動軸
芯部に延設する吸塵ダクトによりスクリ－ンに付着する塵埃を除去するものにおいて、吸
塵ダクトをスクリ－ンの外側部を中心として扇形状に拡開し、その先端部をスクリ－ンの
回動軸芯部から外周部に至る幅広のものにし、

ことを特徴とするものである
。
【０００５】
【作用】
　この構成により、エンジンル－ム内には冷却ファンの回転により塵埃を含有する外気が
回動する円形スクリ－ンを通過して濾過されながらラジエ－タを通して吸い込まれ、スク
リ－ンに付着した塵埃はこのスクリ－ンの回動によって順次吸塵ダクトの吸塵口から吸引
され除去されるのである。
【０００６】
　この場合、吸塵ダクトは扇形状に拡開しその先端部に長手状の吸塵口を開口しているか
ら、スクリ－ンの回動軸芯部から半径方向の外周部に至る

その全面に均一な吸塵力が作用してスクリ－ンに付着している塵埃の
除去が有効に行われるのである。
【０００７】
【実施例】
　以下、この発明による除塵装置について実施例図を参照し説明すると、このエンジン（
Ｅ）は「図５」に示すように、コンバインに搭載されていて、左右一対のクロ－ラ（８）
からなる走行装置上の左側に脱穀部（Ａ）を右側に操縦部とエンジン（Ｅ）と穀粒タンク
（Ｇ）を配設し、脱穀部（Ａ）と操縦部の前方にかけて刈取部（Ｂ）を設け、脱穀部（Ａ
）の後部に排藁処理部（Ｃ）を連設して構成し、機体の前進により穀稈を刈取り脱穀処理
するコンバインの動力源になっている。
【０００８】
　そこで、「図１」と「図２」において、（９）はエンジンの冷却ファン、（１）はラジ
エ－タ、（２）は回動自在に支架された軸（１０）に軸着してラジエ－タ（１）の前面を
覆う円形スクリ－ンで、そのスクリ－ン（２）の外周部は折曲縁（２ａ）にして、この折
曲縁（２ａ）をモ－タ軸に軸着する駆動ロ－ラ（１１）と従動ロ－ラ（１２）が挟接して
矢印（イ）方向に回動させている。
【０００９】
　（１３）は一端に吸塵ファン（１４）を連結して前記冷却ファン（９）とラジエ－タ（
１）とスクリ－ン（２）の外側部にわたって横架した吸気パイプであり、（４）はスクリ
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また、上記する従来技術に対して、扇形状
の遮蔽プレートをスクリーン（２）の内側に設けたものが米国特許第４２３３０４０号明
細書に記載されている。しかしながら、前記スクリーン（２）を挟んで吸塵ダクト（４）
と遮蔽プレートが個別に装着されたダクト構造であって部品数の多い構成になっている。

該吸塵ダクトの裏面から先端部にかけて、
スクリ－ンの回転方向を横切る長手状に吸塵口を開口させた

弧形の吸塵口が該スクリーンの
回転方向を横切り、



－ン（２）の外側部からこのスクリ－ン（２）の前面がわにそわせて回動軸芯部（３）に
延設する吸塵ダクトで、そのダクト（４）のスクリ－ン（２）の外側部がわを前記吸気パ
イプ（１３）の他端に接続し、吸塵ダクト（４）は吸気パイプ（１３）の中心部を中心（
Ｏ）として扇形状に拡開し、その拡開した先端部（５）をスクリ－ン（２）の回動軸芯部
（３）から外周部（６）に至る幅広のものにするとともに、先端部（５）にスクリ－ン（
２）面に対向するところの弧形にして長手状の吸塵口（７）を開口している。
【００１０】
　したがって、冷却ファン（９）により塵埃を含有する外気が回動する円形スクリ－ン（
２）を通過して濾過されながらラジエ－タ（１）を通して吸い込まれ、スクリ－（２）に
付着した塵埃はこのスクリ－ン（２）の（イ）方向の回動によって順次吸塵ダクト（４）
の吸塵口（７）から吸引され除去されるのであるが、この場合、吸塵ダクト（４）は扇形
状に拡開しその先端部（５）に長手状の吸塵口（７）を開口しているから、吸気パイプ（
１３）に接続する吸塵ダクト（４）の基部から吸塵口（７）までの距離（Ｌ）は吸塵口（
７）のどの箇所をとっても同一になって長手状の吸塵口（７）の全面に均一な吸塵力が作
用しスクリ－ン（２）に付着している塵埃の除去が有効に行われるようになる。
【００１１】
　また、円形スクリ－ン（２）を吸塵ダクト（４）に対し矢印（イ）方向に回動させて扇
形状に拡開する吸塵ダクト（４）のスクリ－ン（２）前面にそった裏面（４ａ）脇を通っ
て吸塵口（７）を横切るようにすると、この裏面（４ａ）に対応するスクリ－ン（２）の
部分には冷却ファン（９）の回転による塵埃の吸着力が作用せず付着している塵埃がスク
リ－ン（２）面から浮上状態となり、その浮上状態になっている塵埃が吸塵口（７）に至
って吸引されるから塵埃の除去が一層効果的に行われるのである。
【００１２】
　なお、吸塵ダクト（４）は前述のように、吸気パイプ（１３））の中心部を中心（Ｏ）
として扇形状に拡開させてあるが、この中心（Ｏ）を頂点とする２等辺三角形状に拡開し
てもよいのである。即ち、この三角形状に拡開しても吸塵ダクト（４）の基部から吸塵口
（７）までの距離（Ｌ）はどの箇所でも略々同一になって同様の作用が達成できるからで
ある。
【００１３】
　また、「図３」と「図４」に示したものは別実施例のもので、スクリ－ン（２）に付着
する塵埃の除去を有効にするための一手段を開示したものであって、前記「図６」と「図
７」に示した従来のものの吸塵ダクト（４）をスクリ－ン（２）の外周部（６）がわに開
口した吸塵口（７ａ）を吸気パイプ（１３）に接続する吸塵通路（１５ａ）と、回動軸芯
部（３）がわに開口する吸塵口（７ｂ）を吸気パイプ（１３）に接続した吸塵通路（１５
ｂ）を腹背にして一体型の吸塵ダクト（４）にすることによってスクリ－ン（２）に付着
する塵埃の除去を従来のものよりも向上させようとしたものである。
【００１４】
【発明の効果】
　本発明は以上説明したように、ラジエ－タ（１）の前面を回動する円形スクリ－ン（２
）で覆い、そのスクリ－ン（２）の外側部から該スクリ－ン（２）の前面がわにそわせて
回動軸芯部（３）に延設する吸塵ダクト（４）によりスクリ－ン（２）に付着する塵埃を
除去するものにおいて、吸塵ダクト（４）をスクリ－ン（２）の外側部を中心（Ｏ）とし
て扇形状に拡開し、その先端部（５）をスクリ－ン（２）の回動軸芯部（３）から外周部
（６）に至る幅広のものにし、

ことを特
徴とするものであるから、吸塵ダクト（４）の基部から吸塵口（７）までの距離（Ｌ）は
吸塵口（７）のどの箇所をとっても同一になって、スクリ－ン（２）の回動軸芯部（３）
から半径方向の外周部（６）に至る長手状の吸塵口（７）の全面に均一な吸塵力が作用し
てスクリ－ン（２）に付着している塵埃の除去が有効になり除塵性能が向上する。
【図面の簡単な説明】
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該吸塵ダクト（４）の裏面（４ａ）から先端部（５）にか
けて、スクリ－ン（２）の回転方向を横切る長手状に吸塵口（７）を開口させた



【図１】　除塵装置部の前面図である。
【図２】　同平面図である。
【図３】　別実施例のものの除塵装置部の前面図である。
【図４】　同例の除塵装置部の平面図である。
【図５】　コンバイン全体の概略平面図である。
【図６】　従来のものの前面図である。
【図７】　同平面図である。
【符号の説明】
　１　ラジエ－タ
　２　スクリ－ン
　３　回動軸芯部
　４　吸塵ダクト
　５　先端部
　６　外周部
　７　吸塵口
　Ｏ　中心
　イ　回動方向
４ａ　裏面
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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